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心臓用の SSH160A (探触子 2.5 MHz) を用い，パルス繰り返し周波数は主として 3.0KHz p lowｭ
cut filter は 300Hz'ζ設定した。
〔成績〕
1. 脳血管の描出は中大脳動脈が50/50 (100%) ，後大脳動脈が27/50 (54%). 前大脳動脈が 7 /50 
(14%) で可能であった。中大脳動脈水平部はやや湾曲した線状像として明瞭に描出され， ドプラ
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入射角の計測も容易であった。 2 例において. MRI による血管陰影 (flow void) とカラードプラ
による血管像を対比した結果，ウイリス輪付近の血管走行は両者でよく一致していた。
2. 中大脳動脈水平部における入射角補正前の血流速度は55土 16cm/ s であった。 ドプラ入射角は平
均49度 (9 度一 73度)と大であり，かっ個体差，左右差も大きかった ドプラ入射角補正後の血流
速度は87土 16cm / s と，従来のTCDによる値より大であった。
3. 中大脳動脈水平部の血流速度の再現性を 2 検者間で検討した。相関係数は入射角の補正前は r
0.67 であったが，補正後は r = 0.93 と極めて良好となった。
〔総括〕



















従来，頭蓋内脳血管の血流速度は transcranial 'doppler (TCD) によって測定されていたが，盲目
的手技のため，測定部位の同定および測定された値の再現性に問題があった。しかし，中大脳動脈の
血流速度の変化は脳血流量の変化との相関性がよく，脳血管の血流速度を測定する意義は大きい。
本論文によって得られた知見は，ベッドサイドで、頭蓋内脳血管の血行動態を定量的かっ連続的にモ
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ニターリングする乙とを可能とし，脳血管障害の病態生理および治療の判定に寄与するところが大で
あると考えられる。よって，本論文は学位論文に値する。
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